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研究成果の概要（和文）：本研究は，事前に取得した安静時脳機能データからコミュニケーション時の相性を予
測する方法を確立することを目的として行なった。約70名が本研究に参加し，各々の参加者は機能的磁気共鳴画
像法(fMRI)による安静時脳活動の計測を実施した。後日，全ての参加者が一同に会し，他の参加者それぞれと3
分間の会話を繰り返し行う課題を行った。その結果，同性間・異性間の相性がそれぞれ異なる周波数帯情報で予
測可能であることが示された。また，Nintendo Switchのソフト「オーバークック2」を協力課題として用いるこ
とにより，作業時の相性について予測するための実験も可能となった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to establish a method for predicting 
compatibility during communication based on pre-obtained resting-state brain functional data. 
Approximately 70 individuals participated in this study, and each participant underwent measurement 
of resting-state brain activity using functional magnetic resonance imaging (fMRI). On a later date,
 all participants gathered together and performed a task involving repeated conversations with each 
other for 3 minutes. The results showed that compatibility between individuals of the same gender 
and different genders could be predicted in information of different frequency bands. Additionally, 
by using the cooperative task of the Nintendo Switch game "Overcooked 2," it became possible to 
predict compatibility during cooperation.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は，事前に取得したfMRIデータから異性間の予測（Kajimura et al., 2021）のみならず同性間の相
性についても予測可能にするものである。健康診断などの社会的枠組みの中でfMRIデータを取得することができ
れば，学校や職場などにおける人間関係の選択やグルーピングの最適化をサポートすることが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
背景 初対面の相手と会話をした際，やけに会話が弾んだり，居心地のよさを感じたりしたこと
はないだろうか。そのような“波長が合う”感覚＝相性は，ポジティブな人間関係を築くうえで極
めて重要であるが，誰とでも生じるわけではなく，主観的な好みや性格特性からは予測不可能な
現象であることがわかっている。一方，社会脳科学研究より，相性のよい相手との会話中には脳
活動のシンクロ＝「脳−脳カップリング」が生じることが示されていることから，脳機能情報か
ら脳−脳カップリングの生じやすさを予測できれば，事前に相性を予測し，男女関係，友人関係，
職場関係，患者−医師関係など多様な関係構築のサポートが可能となる。 
 
問題 相性は二者間の相互作用によって初めて生じるため，これまでの研究は実際の相互作用
時における脳活動の同時計測によって行われてきた。しかし，同時計測は技術的制約が大きいた
め研究自体が少なく，また大量のデータが必要な「相性の予測」という観点からの研究は行われ
ていなかった。 
 
解決策 近年の脳科学研究より，定常的な脳状態，すなわち何もしていない安静時の脳機能パタ
ーンが，性格特性や病態リスクなどの個人に関する情報を保持していることが明らかとなって
きた。さらに，事前に取得した安静時脳機能パターンから，認知処理中の脳活動を予測可能であ
ることが示されたことから，安静時脳機能データを利用することで，コミュニケーションをして
いる際の脳活動予測を介して脳−脳カップリングの生じやすさ，すなわち相性を予測できる可能
性があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，事前に取得した安静時脳機能データから，コミュニケーション時の相性を予測する
方法を確立することを目的として行なった。 
 
３．研究の方法 
事前情報の取得 本研究では，主観的相性として性格，客観的相性として作業効率を対象とした。
いずれも，相性評価実験の前日以前に参加者の安静時脳活動を機能的磁気共鳴画像法（fMRI）に
より 10分間計測する計画であったが，客観的相性については実験課題の選定にとどまった。 
 
（１）主観的相性について 
主観的相性の評価 主観的相性の評価実験では，後日，集団参加型実験において参加者間の相性
を評価した。約 70名が本研究に参加し，他の参加者それぞれと 3分間の会話を繰り返し行って
いく課題を行った。 
 
相性の予測 事前に得た安静時脳活動データから，脳領域間の結合度（協働の程度）を計算した。
領域間結合パターンを参加者間で差分した値を特徴量として，相性を機械学習アルゴリズムに
より学習し，予測成績を評価した。その際，安静時脳活動の中でも周波数帯によって異なる機能
をもつ可能性が示されていることから，周波数解析によって複数の周波数帯に分割し，それぞれ
で評価を行なった。 
 

図 1. 相性予測の流れ 
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（２）客観的相性について 
客観的相性の評価 客観的相性を評価するためには，コミュニケーションが円滑であるほど成
績が高くなる必要がある。協力課題として， Nintendo Switchのソフト「オーバークック 2」の 2
ステージを選定し，24 名の参加者に友人および他人をペアにしてプレイさせた。他人とのプレ
イよりも，コミュニケーションが円滑な友人とのプレイの方が成績が高くなることが予測され
た。 
 
４．研究成果 
結果 
（１）主観的相性について 
 解析の結果，同性間の相性は相対的に最も高い周波数帯で，異性間の相性は相対的に低い周波
数帯で有意に予測可能であるであることが示された。本研究成果は，事前に取得した fMRIデー
タから異性間の予測（Kajimura et al., 2021）のみならず同性間の相性についても予測可能にする
ものである。 
 
（２）客観的相性について 
 解析の結果，友人間の課題成績は他人間の課題成績よりも有意に高くなることが示され，本課
題が客観的相性を評価可能な協力課題として適していることが示された。本研究成果は，客観的
相性の予測に関する fMRI実験の実施を可能とするものである。 
 
潜在性 同様の手法を適用することにより，これまで技術的ハードルのためにアプローチが困
難であった多様な社会的現象（信頼感，社交不安，いじめなど）についても研究対象とすること
が可能となる。よって本研究は，社会脳科学の主要な研究対象を個から集団へと転換することで，
新しい学問体系を切り開く潜在性を有しているといえる。 
 
挑戦性 本研究は，脳機能計測に加えて数十名を同時に実験参加者とする非常に負荷の高い実
験を同時に組み込んだ世界初の研究である。さらに，既存の解析法が適用できないため研究代表
者が独自に考案した解析プロトコルを適用したことから，方法論の確立には探索的な検討が必
要であり，極めて挑戦的な研究であったと言える。健康診断などの社会的枠組みの中で fMRIデ
ータを取得することができれば，学校や職場などにおける人間関係の選択やグルーピングの最
適化をサポートすることが可能となる。 
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